
 

 

 

 金曜日は悪天候に見舞われましたが、土曜日から奇跡的によいお天気となり、水たまりを消し飛ばし

てくれました。今年からダンス・組体操・応援合戦が復活し、練習も熱が入りました。「頑張りを見てほ

しい！」という子供たちの願いが通じたのでしょう、６月４日（日）は無事に運動会が開催されました。 

 

 

 

いい笑顔

 

全校種目 

   

    開会式      ラジオ体操      応援合戦 

走競技 

    

  かけっこ（１年）  かけっこ（２年）   徒競走（３年） 

   

  リレー（４年）   リレー（５年）   リレー（６年） 

団体競技 

   

  たまいれ（１年）  キャタピラー（２年） カプセルボール（３年） 

   

 あけてはこんで（４年）   大玉運び（５年） コロコロダッシュ（６年） 
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 選手宣誓は、各色の代表に

ふさわしく、堂々と言うことがで

きました。ラジオ体操は、しっか

り曲げ伸ばしをしていました。

エールの交換・応援合戦は精

一杯大きな声でできました。 

 かけっこや徒競走は、コーナ

ーを約半周走ります。シグナル

の音をよく聞いて、スタートダッ

シュで飛び出し、一番にゴール

テープを切った子はとても嬉し

そうでした。 

 リレーは一周走ります。スピー

ドに乗ったままバトンパスをし

ている姿は格好よかったです。 

トラックの直線では、抜きつ抜

かれつの熱い戦いが見られ

て、興奮しました。 

 見ていて楽しいのが、団体競

技です。玉入れは、小さい体で

一生懸命玉を投げる姿がかわ

いかったです。キャタピラーは

夢中で押している姿が素敵で

した。３～５年生は“運ぶ系”の

種目でした。二人で息を合わ

せている姿がほほえましかった

です。コロコロダッシュは、サイ

コロの出目によって走る距離

が変わるという「運」を要素に

しているのが面白かったです。 



 

 
 応援団の掛け声に合わせて手拍子をしたり拍手を送ったりと、友達の頑張りを応援している姿があり

ました。最後まで全力で走ったり踊ったりと、一生懸命取り組んでいる姿がありました。何より、互い

に協力し合ったり笑顔で話していたりと、大変楽しそうでした。 

 結果は、赤組７９対白組７９で引き分けでした。発表した後一瞬どよめきが起きましたが、みんなで

拍手をし合い健闘を称えました。その様子を見ていると、スローガン『一人一人が全力で楽しむ運動会！』

が達成できたのだなあと感じました。 

 最後になりましたが、保護者の皆様にはご観覧いただきありがとうございました。また、三役・顧問

地区委員の方々には、朝早くからの準備、残っていただいての片付けにご協力いただきました。運動会

が無事に開催できましたのも、皆様方のおかげです。本当にありがとうございました。 

 

 

ダンス・組体操 

   

 ダンス～私は最強～（低学年）  YOSAKOI ソーラン（中学年）  組体操～協力～（高学年） 

運動会実行委員会 

  

  

 
■６月２日（金）より、不登校支援員として辻本

つじもと

 敦子
あ つ こ

が勤務しています。 

■学校・学年・学級だより等を“連絡システム すぐーる”で配信することがあります。 

 「写真がカラーなので分かりやすい」「早く確実に伝えられる」 

 「印刷代や印刷及び配布の時間がかからない」等、様々な利点が 

 あると考えています。すぐーるのアイコン右上に数字か丸い点が 

 表示されますので、随時ご覧ください。 

■宮原小学校ホームページには、日々の様子を伝える『宮原小ブログ』 

 があります。スマホ等のカメラ機能で右の「QR コード」を読み込めば 

 ご覧いただけます。 

 ダンスや組体操があると、運

動会が盛り上がります。低学

年は思わず笑顔になるほどか

わいくて、中学年は迫力に圧

倒されるほど格好良く、高学年

は力強い組体操でした。 

■進行部…式を速やかに進めてくれました。 

■先導部…先導してくれたのでスムーズにできました。 

■放送部…応援してくれたので、最後まで走れました。 

■保健部…ゼッケンをていねいに消毒してくれました。 

■決勝部…素早くゴールテープを張ってくれました。 

■ライン部…きれいにラインを引いてくれました。 

■準備部…さっと準備や片付けをしてくれました。 

■得点部…正確に計算し、点数を掲げてくれました。 

■応援部…大きな声で応援して盛り上げてくれました。 

 みんな、自分の役割に責任を持って取り組みました。 


